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TEKUTEKU 幸手まち歩き活動記録 
●日時  ２０１４年１１月２９日（土）１２時～１７時 

 

●企画趣旨：御成街道と日光街道が合流する幸手宿。

江戸時代には県内有数の宿場町としてにぎわいまし

た。 現在このまちでは、中心市街地を活性化させよ

うと、古民家「岸本家住宅主屋」が国の登録有形文化

財に登録されたのを機に、宿場町の風情を生かした街

づくりを進めるために、「ＮＰＯ日光街道幸手を感じ

る会」が立ち上がりました。  

今回のまち歩きは、この「ＮＰＯ日光街道幸手を感

じる会」にご案内いただきました。、江戸時代の献立を

再現した「吉宗弁当」をいただく昼食会からスタート

して、幸手宿の食を楽しみ、まちの歴史と人との出会

いを堪能しました。 

   

●歩いたコース： 幸手駅→ときわや（昼食会）→幸手

駅（案内人と合流）→一色稲荷神社→鎌倉道（天神神

社、満福寺、愛の妻小路、幸宮神社、中山のせんべい）

→雷電神社→聖福寺（勅使門）→正福寺（義賑窮餓の

碑）→石太菓子店→日光街道（豪商長嶋屋跡、本陣跡、

平井家、永文商店、旅館あさよろず、明治天皇行在所

跡碑、岸本家住宅主屋）→勤労者福祉会館（意見交換

会）→居酒屋ほてい（有志懇親会） 

 

●参加者：青山恭之、井出幸人、大竹亮、＊大森享、

呉美樹、呉祐一郎、鈴木丞治、高橋謙、＊平野隆、

＊古里実、＊森川肇、若林祥文（＊：コーディネー

タ） 

●案内：ＮＰＯ日光街道幸手を感じる会の新井会長、

中島裕太理事、池澤さん、中島克恵さん 

 

【参加者による評価】 

１ 今回歩いた幸手のまちの評価    ＡＡＡＡＢＢＢＢＢＢＢＢ （３．７）  

（評価点の計算：とても良い A=5 点、良い B=3 点、普通C=1 点,良くないD=1 点とした平均値） 

Ａ：とても寒かったのですが、昔からの建物が並んでおり、タイムマシンに乗って訪れた
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街のようでした。街の方々が温かかったです。 

Ａ：ときわさんの吉宗弁当、中山のせんべい、石太菓子店の昔ながら和菓子など食を楽し

めました。江戸時代からの宿場まちと思って歩いてみたら、昭和レトロのなつかしさが残

る街だと感じました。 

Ａ：老舗の割烹「ときわや」での吉宗弁当から始まり、見所・聞き所満載でした。住職さ

んやお店の人も暖かく丁寧な応対でした。充実していました。 

Ａ：感じる会のメンバーがそれぞれよかった。特に、新井さんがまちの方々とよくお知り

合いなので、感じが良かった。 

Ｂ：さまざまなタイプの古い建物、文化的資源が残っている。 

Ｂ：まだ、歴史を感じさせる建物が幾つかある。まちの歴史を聞ける語り部の方もいる。

昔から続いている店舗もある。こうした機能をうまく再編集すれば、この街ならでは 

魅力がさらに増すよな気がしました。 

Ｂ：日光道中の主要な宿場町としての面影が、多数の由緒ある寺社や沿道の町家群に残っ

ている。街がコンパクトで商店街も維持されており、裏道には昭和レトロな雰囲気が感じ

られ、手づくりの生活感が伝わってきて、歩いていると不思議と癒される。街並みは混在

しているし、一見して魅力が伝わってくるわけではないが、じっくり歩くと様々な味わい

が楽しめる街だと思う。 

Ｂ：聖福寺の歴史を感じさせる絵画などが素晴らしかった。 

Ｂ：行く前に想像していた宿場町としての趣を残す建物やまちなみを楽しむという観点か

らはこれからだと思いますが、商店街がまだまだ頑張って店を開けていたり、あちらこち

らで丁寧に建物の中を見せていただいたりお話を聞かせていただくなど、とても楽しく歩

くことができたので「良い」評価にしました。 

Ｂ：古い商家が保存状態もよく点在している点がすばらしい。 

Ｂ：ご案内いただいて気づいた（ご案内いただかないと通り過ぎてしまう？）、歴史ある家

屋が意外と残っている 

Ｂ：コンパクトなまち歩きエリアである中で、まちの人々とのふれあいができる企画で良

かったです。ただガイドという面では、前半の鎌倉道あたりの案内が、不慣れなのか十分

ではなかったように感じました。複数のガイドがお互いにフォローしてガイドすれば、も

っと良くなるように思います。 

 

２ 特に印象に残った場所など 

○聖福寺：住職のお話よかったです。 

○聖福寺：開かずの勅使門がのこるばかりか、住

職が貴重な歴史文書等を買い戻しているコレクシ

ョンには驚いた。 

○聖福寺：住職さんのお話がよかったです。 
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○聖福寺：お寺の資料の豊富さと、住職の魅力的な話術。 

○聖福寺：住職さんが良かったです。熱い語り部ですね。 

○聖福寺：幸手の方言を調査して本にまとめているのが興

味深かった 

○聖福寺：ご住職が幸手宿の歴史にかかる絵図、文化財等

をコレクターとして収集していて、訪れる人に紹介している。

地域の歴史博物館になっている。 

○聖福寺：住職のトークを聞けるとは思いませんでした。 

○聖徳寺：本堂内の彫刻が特に素晴らしい。 

○永文商店：町家の雰囲気がいい。店の横のトロッコ（横丁

鉄道）も珍しくて面白い。 

○永文商店：横町鉄道を残して欲しいです。さぞ繁盛したん

でしょうね。 

○永文商店：トロッコ「横丁鉄道」見られて感激です。 

○永文商店：現役で活躍しているトロッコが魅力的。 

○永文商店：間近で見たトロッコは思ったより大きかった。 

○永文商店のトロッコ：レールが敷いてあるところが画期

的。 

○岸本家住宅主屋：登録有形文化財という割には、建物の

説明が少なく、残念だった。中のお店でコーヒーでも飲み

ながら、建物の歴史を感じたかった。 

○岸本家住宅主家：不思議な形が印象的。美しく修復され

ておしゃれなスペースになっていた。（カフェに入りたかっ

た！） 

○岸本家住宅：貴重な建造物でした。ただ、ここのカフェ

はなかなか良いので、お茶の時間があれば良かったですね。 

○岸本家住宅：曳家、改装してレストランを入れている…

お金も手間もかかっていますね 

○岸本家住宅：有形登録文化財としただけでなく、カフェ

として活用して再生している点が素晴らしい。 

○岸本家：今や宿場町としての貴重な財産です。屋根の形

が不思議。 

○平井家：探検したくなるご自宅でした。 

○平井家：立派な町家の奥にいくつもの蔵が並んでいた。

内部も拝見できて感謝！ 
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○平井家：おじいさんに庭と家の中を案内していただきました。細長い庭で庭の中に祠が

あるところがすごい。いただいたゆずがとてもジューシーで、楽しめました。ありがとう

ございました。 

○平井家：街道から見た姿と実際に奥まで入ってみた印象とは全然違いますね。 

○平井家：御当主の姿勢がよかった。 

○旅館あさよろず：宿札の歴史の重みに驚いた。建て替え後も宿場の風情になじんだ品の

ある建物となっている。 

○旅館あさよろず：歴史のお話を伺うことができました。 

○旅館あさよろず：歴史と伝統がすばらしいですね。もっと知られるべきと思います。 

○旅館あさよろず：明治の元勲たちの宿札に歴史を感じました。 

○吉宗弁当：今日来てよかったと思いました。もっと宣伝スべき！ 

○吉宗弁当：これだけを食べに幸手に訪れる価値はありますね！ 

○割烹ときわや：建物も昔風の風情があって

良かったが、吉宗弁当は絶品だった。 

○ときわや：ご主人の解説つきの吉宗弁当は、当時の味や素材にこだわっていて、好感が

持てました。お楽しみ御前も美味しそう

でした。お店のたたずまいも良い。 

○幸宮神社：参道の並木が美しかった。

本殿も立派だった。 

○幸宮神社：本殿の彫刻が素晴らしい。

舞台もあり、これが地域で活用されると

もっと良い。 

○幸宮神社の本殿の彫刻：わざと見づら

くしているのが残念だった。妻沼の聖天

山歓喜院と同じくらい価値のある彫刻だ

と思った。修復し、PRすれば、幸手に多
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くの人を呼べる歴史遺産だと思う。 

○日光街道：聖福寺前から、日光街道の街並みを

通してみるアングルがいい。 

普段見ることのできない、平井家の庭・蔵など、

貴重なものをみることができた。街を案内して下

さった方々の思いが伝わってきた。 

○日光街道の商店街：幸手にこんなに商店街が残

っていて驚きました。 

○日光街道幸手宿の日よけ：商店街の随所に見ら

れ、宿場町の誇りを示している。 

○旧街道沿いに修景整備された駐車場：駐車場は

景観上問題となることが多いが、上手にデザイン

されていて好感を持てた。 

○鎌倉街道：のんびり幸手の雰囲気を楽しむには

日光街道よりこちらがいいですね。 

○鎌倉道：昭和の面影を残した街並みは味があり

ますね。 

○豆腐屋+せんべい屋周辺：記憶に残る通りでし

た。 

○煎餅屋、お菓子屋：途中でちょこちょこおやつ

が食べられてよかったです。 

○中山のせんべい：庶民的な気安さが楽しい。割

れせんべいもおいしかった。 

○中山のせんべい：まち歩きの我々におせんべい

を持たせてくれたお店のおばさんのおもてなし

の心がうれしかった。 

○石太菓子店：いろんなお菓子がおいしそうで、

思わず買ってしまった。 

○石太菓子店：天保年間からある和菓子「塩がま」

をお土産に買って帰りました。美味しくいただき

ました。お店で食べるスペースがあるといいな。 

○小路米店：街道の裏手にありながら、立派な木

造の蔵が目を引く。 

○ハリウッド化粧品：レトロな看板建築が面白い。 

○棒徳刃物店：珍しい商品がたくさん並んでいた。



6 

 

農村中心町の名残が実感できた。 

○高浜商事：街道に面する豪壮な商家であり、かつての宿場の繁栄が想像できる。 

○NOGUCHIDO：ハイカラな洋風建築のファサードにレトロな味わいがある。 

○二軒の町家：永文商店の向かいに町家が並び、街並みを保っていたのは貴重。 

○東城屋：おいしそうなパン屋だったので、翌日の朝食にとたくさん買ってしまった。 

○ほてい：まち歩き後の懇親会の居酒屋ですが、ローカル感たっぷりで良かったです。 

○常盤屋、煎餅屋、豆腐屋、和菓子屋、聖徳寺、平井家、永文堂、あさよろず屋などがよ

い。 

 

３ 幸手の今後のまちづくりへの提案 

○古い建物が残っているのに、活用されていない。

唯一活用されている岸本家から、より文化的なも

のが発信されるといいと思う。 

○街を愛する方々にお会いして話が聞けたこと

がとてもよかったです。これも、NPO 日光街道

幸手を感じる会の方々にご案内して頂いたから

味わえたものと思かと思います。建物の紹介マッ

プも重要ですが、まちを元気している方々のマッ

プ（魅力的な人々を紹介したマップ）も作られて

はどうでしょう。初めて訪れる方々とのコミニケ

ーションツールになるのでは？ 

懇親会の時に思いつきでお話しましたが、平井

家のカマドがあった小屋を、みんなで掃除しカマ

ドを修復という提案はいかがでしょうか？地域

の人を巻き込むのにもいいし、その後、オーナー

の方に許可がもらえれば、かまどを活用したイベ

ントなどできるのでは。 

例えば、まちを歩いて商店で豆腐、野菜等を買っ

て、それを料理して食べれるイベントや、おばあ

ちゃんが教える幸手の料理教室等々 

○中心街がまだ頑張っているが、このままだと疲弊が進むだろう。活性化には個々の商店

の頑張りに加え、街としての魅力づくりが必要であろう。一つは、農村部の中心としての

専門商店が多いので、かつての生活産業文化をテーマに、建物の保存再生と街並み整備を

進めてみてはどうか（※水戸道中・府中宿＝石岡のまちづくりが参考になると思う）。もう

一つは、街道をテーマに他の宿場町と連携し、歴史文化の保存活用に取り組みつつ、外部

からの訪問者の増加を図ったらどうだろうか。鉄道会社の街道ウォークの集客力を見れば、
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日光道中ウォーキングイベントも効果的と思われる（※愛知・岐阜両県にまたがる美濃路

サミット＋美濃路ウォークも参照。東武鉄道と提携して街道ウォーキングマップの作成・

配布だけでも有効）。いずれの場合も、あわせて生活しやすいまちづくりを進め、地元住民

の流出防止と外部からの転入を促し、人口の維持・増加を目指すことが必要であろう。 

○歴史遺産はたくさんあるので、磨いて輝かせることが大切だと思いました。 

商店のおばさん達に素朴ななつかしさを感じました。「人が良い街 幸手！」 

○吉宗弁当よかったです。歴史を感じました。

吉宗弁当+α（桜、曼珠沙華）で女性客の心

をつかむと思います。おからドーナツ美味し

かったです。 

○まちに残っているいいものとして、旧街道

沿いに多くの店が連なっていることを感じ

ました。しかし、地元の人口、購買力はこれ

から減ると思うので何とか訪れる人を増や

すことを考えないとならないですね。それぞ

れの個店にちょっと珍しい、優れた個性的な

品がある、味見ができる・試飲ができる、体験ができるものがあって、それをまとめてＰ

Ｒするなど。幸手ならではのモノ、食べ物が並べば一番いいと思います（あちこちで取り

組まれている一店一品運動のような）。それを目当てにまちに寄ったら、いつのまにか岸本

家や永文商店、あるいは聖福寺の前に来ていてそこで宿場町の歴史を感じてもらうという

方法でいいのではないでしょうか。 

 日光街道の宿場町どうしの連携、東武鉄道とのタイアップ、圏央道ＩＣの開設など、訪

問者の取り込みの手段は思いつきます。この歴史、立地を活かして、ＰＲもうまく工夫し

て欲しいです。 

○スポットが点在しているので、何らかの形で有機的な繋がりを感じさせる仕掛けがあれ

ばもっと良くなると感じる。 

○私は幸手市に隣接する久喜市に住んでいるのですが、この周辺市町で「権現堂堤の桜や

曼珠沙華」ほど観光客を呼べる場所はありません。鷲宮神社の「らき☆すた」は客層が限

られています。幸手市はかなりアドバンテージがあると思います。ずっと検討されておら

れるのでしょうが、花見観光客の何割かを誘導できれば良いと思います。これから超高齢

社会となるので、花見の中高年客を呼び込む工夫が必要と思います。幸い寺院や建築物な

ど、歴史的な資源は沢山あり、また、今回の「吉宗弁当」や鰻などの川魚を中心とした和

食、「岸本家住宅のカフェ」などをベースに、「花見をしたら幸手宿」というコースをもっ

とＰＲしたらどうでしょうか。江戸時代将軍が休憩し昼食をとっていたことをアピールし、

大名行列の休憩風景や食事中の施設設置、ジオラマの展示、看板の掲出「将軍お休みどこ

ろ幸手宿」などはどうでしょうか。権現堂堤から幸手宿へのルート整備（ハード・ソフト）
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が必要ですが。 

○全国どこのまちでもそうですが、旧町名を廃して歴史も何も感じられない地名にしてい

ることが残念です。「中○丁目」という味気ない地名はやめて旧町名を復活できないもので

しょうか。 

地元産品をもっと PR すべきでは。みなさんも言っていましたが、酒屋さんで地酒を買え

ないのは残念ですよね。 

○江戸時代から昭和にかけての資源が豊富にある街だと思います。食と文化を訪れた方々

に楽しんでもらえるよう、休憩しながらそれを味わえ、話を聴けるスポットをたくさんつ

くっていってはどうでしょうか。千葉県の佐原のように、地元の方に人気のあるお店が訪

れる人達にも楽しめるという状況になると良いですね。 

○幸手宿はざっと街道沿いを歩いた印象で

は、大して見るものはないなという印象で

したが、実際、本番を歩いてみて、すごく

充実感を覚えました。それというのも、ま

ちの懐に入ることができる企画だったから

だと思います。平井家の奥を見せてもらっ

たり、聖福寺の住職の話が聞けたり、地元

案内人あってこそのまちの体感がいろいろ

とできたことです。今回のまち歩きの企画

のように、訪れる人がまちの懐に入ること

ができるようになれば、このまちはもっと

面白くなると思います。そういう意味では「本庄オープン古ハウス」や「深谷オープンガ

ーデン」などは参考になるかと思います。 

○地域の方々を巻き込む活動を一層進めていただきたい。 

例：各店舗の一品を食べ歩いたり、触れたりするイベント。オーナーの方々の悩みを聞

く集まりなどの開催。 

感じる会の活動はセンスが良く、感心しています。 

 

４ その他、今回のまち歩き企画の感想を自由記入 

○幸手宿は、我々県南に住んでいるものにとって、なかなか訪れる機会がないところだ。   

文化的資源は多くあるのに、眠っているような印象（天気が悪かったせいか？）。 日光街

道の他の宿場街との連携など、より活力のある情報・文化が発信されれば、ぜひまた訪れ

たいと思います。（Y.A） 

○幸手についての予備知識がないままに参加させて頂きましたが、ご案内して頂いた方々、

訪問した先々の方々の幸手に対する愛を感じて、とても楽しいまち歩きができました。あ

りがとうございました。（Y.I） 

http://ninokura.web.fc2.com/open-o-house-all.html
http://www.city.fukaya.saitama.jp/fukayahanaweb/open_garden.html
http://www.city.fukaya.saitama.jp/fukayahanaweb/open_garden.html
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○とても楽しかったです（予定を変更してまで参加してよかったです）。幸手には以前、江

戸日本橋から７回の日光御成道ウォークで最後に到達したのですが、今回はじっくりと宿

場のすみずみまで歩くことができました。当時よりも宿場町としての方向が明確に打ち出

されているように感じられ、心強いです。吉宗弁当に始まり、おせんべいや和菓子、そし

て美酒と食文化も満喫できました。すばらしい企画と丁寧なご案内をくださったＮＰＯ日

光街道幸手を感じる会の皆さんには、本当にありがとうございました。今後のまちづくり

の進展に期待し、また幸手を歩く日を楽しみにしています。（R.O） 

○行く前はどんなものがあるか不安だったが、意外とおもしろかった。NPOの活動は大変

でしょうけど、無理せずに活動を継続されることを祈念します。（S.O） 

○打ち上げの居酒屋さんのピザが長くて 50㎝はあったでしょうか？美味しかった。また食

べたいです。案内してくださった方々、楽しかったです。ありがとうございました。（M.G） 

○幸手のまち歩きは、準備を含めた企画がすばらしいものでした。ありがとうございまし

た。歴史的な建物は点在で、また一人で歩いているだけではその良さを理解するのがなか

なか難しいですから、宿場町という話題でアプローチするには今回のようにガイドしてい

ただくと良くわかります。吉宗弁当もご店主の説明

があったので良さがよく理解できました。ＮＰＯで

何とか案内人を増やす、ツアーを企画する、あるい

は店（商品）の良さをまとめたガイドマップを配っ

て持っていくとお店で説明をしていただける、など

でファンが増えるのでは。幸手とはいい名前ですね。

促音の響きも残ります。訪れた人が名前とともに思

い出してもらえるようなまちになることを期待して

います。（Y.G） 

○駅に降りた時は土砂降りで、どうなることやらと心配しましたが、吉宗弁当を食べて街

歩きを始める頃には小雨にかわり、スポットを巡り夕方には素晴らしい夕焼けも観ること

が出来ました。“終わりよければ全て良し”、充実した気持ちで帰路に付きました。（J.S） 

○幸手には良く自転車で訪問するのですが、日光街道沿いを普通に流していました。今回

鎌倉街道を案内していただき、多くの寺院を拝見

して感服いたしました。永文商店の前を良く通り、

買い物も時々していたのですが、「トロッコ横丁鉄

道」は見たことがありませんでした。「NPO 日光

街道幸手を感じる会」の皆さんのお蔭です。あり

がとうございました。（K.T） 

○ご案内いただいた新井会長のキャラクターによ

るものかとも思いますが、町中のお店の方々の気

さくな応対が気持ちよかったです。（T.H） 
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○やはり地元の方に案内いただく企画は良

いですね。NPO 日光街道幸手を感じる会の

皆さんに感謝です。地元NPOの皆さんには、

日光道中とともに、日光御成道の宿場町であ

る岩槻、鳩ヶ谷、川口、東京都北区などとも

連携した企画を是非実現していただくとう

れしいです。期待しています。（M.F） 

○宿場町を歩く機会は何度かありましたが、

街道から見えるまちは、その表面に過ぎない

んだなぁということを今回、実感しました。

実際に旧家の中に入って奥まで見せてもら

ったり、裏街道(今回でいう旧鎌倉道)を歩いたり、各お店ではそれぞれのオモテナシを受け

たり、トロッコを間近で見せてもらったり…地元の方の案内で、物理的にも印象としても、

すごく深いものを感じました(^_^)（H.M） 

○お屋敷や店舗の探検ツアーを期待したい。オーナーの声を聞かせていただきたい。平井

家をまちかど博物館にできるとよい拠点になる。自分たちが疲れない小さなツアーを積み

上げて、幸手のファンを増やしてほしい。幸手にはまだまだ財産があるので、是非、活か

してほしい。（Y.W） 


